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は
じ
め
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領
／
地
域
党
に
よ
る

政
権
が
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
の
連
合
協
定
の
締
結
を
目
指
し
て

き
た
も
の
の
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
い
っ
た
ん
そ
れ
を
棚
上
げ

し
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
支
援
を
仰
い
で
目
先
の
経
済
難
を
凌
ぐ
路
線
に

傾
い
た
。
か
ね
て
か
ら
多
く
の
国
民
が
、
私
利
私
欲
を
貪
る
ヤ
ヌ

コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領
と
そ
の
一
派
へ
の
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
Ｅ
Ｕ
と
の
協
定
棚
上
げ
が
「
最
後
の
一
押
し
」
に
な
っ
た
。

反
発
し
た
市
民
が
同
年
暮
れ
か
ら
首
都
キ
エ
フ
の
中
心
部
で
抗
議
行

動
を
続
け
、
デ
モ
隊
の
な
か
で
極
右
的
な
武
闘
派
が
台
頭
し
た
こ
と

な
ど
も
あ
っ
て
、
治
安
部
隊
と
の
衝
突
が
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
い
く
。
つ
い
に
二
〇
一
四
年
二
月
二
二
日
に
は
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

大
統
領
が
首
都
か
ら
逃
亡
し
、
こ
こ
に
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
／
地
域
党

体
制
は
瓦
解
し
た
。
こ
の
政
変
は
「
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
」
と
呼

び
称
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
キ
エ
フ
中
心
の
あ
ま
り
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
動
は
、
ロ

シ
ア
系
住
民
の
多
い
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
社
会
の
動
揺
を
招
き
、
三
月

に
は
ロ
シ
ア
が
そ
れ
に
付
け
込
ん
で
ク
リ
ミ
ア
を
編
入
す
る
と
い
う

驚
天
動
地
の
事
態
と
な
っ
た
。
四
月
に
な
る
と
、
や
は
り
ロ
シ
ア
が

梃
入
れ
す
る
形
で
、
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ド
ン
バ
ス
地
方
（
ド
ネ
ツ
ィ

ク
州
お
よ
び
ル
ハ
ン
シ
ク
州
）
で
も
分
離
主
義
運
動
が
高
ま
り
、
そ

第
Ⅰ
部 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
み
る
視
角

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
民
形
成
と
サ
ッ
カ
ー

服
部
倫
卓

の
後
泥
沼
の
内
戦
へ
と
突
入
し
て
い
く
。
五
月
二
五
日
投
票
の
大
統

領
選
挙
の
結
果
、
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
が
新
大
統
領
に
就
任
し
た
も
の

の
、
荒
れ
模
様
の
船
出
と
な
っ
た＊

１

。

さ
て
、
今
般
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、
日
本
を
含
む
外
国
の
メ

デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
に
判
で
押
し
た

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
た
の
が
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東
西
分
裂
」「
親
欧

米
の
西
部
、
親
ロ
シ
ア
の
東
部
」
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
そ
う
し
た

図
式
に
事
実
の
一
端
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
す
る
ま
い
。

し
か
し
、
単
純
な
東
西
二
元
論
ば
か
り
が
横
行
し
て
、
そ
こ
に
潜
ん

で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
大

き
な
問
題
だ
と
考
え
る
。

突
飛
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
今
回
取

り
上
げ
る
サ
ッ
カ
ー
こ
そ
、
そ
う
し
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
反
省
を

迫
る
格
好
の
題
材
で
あ
る
。
以
下
本
稿
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
プ

リ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
治
変
動
と
国
民
形
成
に
つ
き

考
察
し
て
み
た
い＊

２

。

Ⅰ
地
域
派
閥
同
士
が
争
う

エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
サ
ッ
カ
ー
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
の
勢
力

図
を
眺
め
て
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
東
西
分
裂
」
と
い
う
図
式
に
は

必
ず
し
も
合
致
し
な
い
も
の
の
、
首
都
キ
エ
フ
（
地
理
的
に
は
中
部

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
）
の
派
閥
と
、
東
部
の
ド
ネ
ツ
ィ
ク
の
派
閥
と

に
よ
る
主
導
権
争
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
政
治
状
況
と
連
動
し
て
動
い

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

Ｌ
・
ク
チ
マ
大
統
領
の
時
代
か
ら
当
国
の
サ
ッ
カ
ー
界
を
牛
耳
っ

て
い
た
の
は
、
フ
リ
ホ
リ
ー
と
イ
ー
ホ
ル
の
ス
ル
キ
ス
兄
弟
で
あ
っ

た
。
兄
弟
は
首
都
の
名
門
ク
ラ
ブ
「
デ
ィ
ナ
モ
・
キ
エ
フ
」
を
保
有

し
、
兄
の
フ
リ
ホ
リ
ー
は
一
時
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
（
同
国
の
最
高
峰
の
リ
ー
グ
）

会
長
を
兼
任
し
て
い
た
。

し
か
し
、
Ｒ
・
ア
フ
メ
ト
フ
氏
が
ド
ネ
ツ
ィ
ク
州
の
鉄
鋼
業
を
基

盤
に
巨
万
の
富
を
築
き
、
地
元
の
サ
ッ
カ
ー
・
ク
ラ
ブ
「
シ
ャ
フ

タ
ー
ル
・
ド
ネ
ツ
ィ
ク
」
の
強
化
に
乗
り
出
す
と
、
サ
ッ
カ
ー
界
の

力
関
係
が
変
わ
っ
て
く
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
ア
フ
メ
ト
フ
は
フ
リ
ホ

リ
ー
・
ス
ル
キ
ス
を
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
会
長
の
座
か
ら
引
き
ず
り
下

ろ
し
、
自
派
の
Ｒ
・
サ
フ
ィ
ウ
リ
ン
を
同
ポ
ス
ト
に
据
え
る
こ
と
に

成
功
す
る
。
二
〇
〇
二
年
に
ド
ネ
ツ
ィ
ク
州
出
身
の
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ

チ
が
初
め
て
首
相
に
就
任
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ア
フ
メ
ト
フ
が

シ
ャ
フ
タ
ー
ル
の
サ
ポ
ー
タ
ー
軍
団
を
キ
エ
フ
に
送
り
込
ん
で
、
ド

ネ
ツ
ィ
ク
閥
の
力
を
誇
示
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
時
は
流
れ
、
二
〇
一
二
年
六
〜
七
月
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
催
で
サ
ッ
カ
ー
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
（
Ｕ
Ｅ
Ｆ
Ａ

ユ
ー
ロ
二
〇
一
二
）
が
開
催
さ
れ
た
（
Ｕ
Ｅ
Ｆ
Ａ
は
欧
州
サ
ッ
カ
ー

連
盟
の
略
）。
こ
の
大
会
を
無
事
に
終
え
る
と
、
フ
リ
ホ
リ
ー
・
ス

ル
キ
ス
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
か
ら
も
退
任
し
、
後

任
に
は
ド
ネ
ツ
ィ
ク
派
で
あ
る
Ａ
・
コ
ニ
コ
フ
が
就
い
た
。
な
お
、

二
〇
〇
八
年
か
ら
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
会
長
を
務
め
て
い
る
Ｖ
・
ダ
ニ

ロ
フ
は
、
Ｙ
ｕ
・
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
の
党
派
に
属
す
最
高
会
議
議
員

で
は
あ
る
が
、
キ
エ
フ
対
ド
ネ
ツ
ィ
ク
と
い
う
対
立
構
図
の
な
か
で

は
中
立
的
な
立
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
図
１
は
、
上
述
の
幹
部
人

事
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
お
よ
び
サ
ッ
カ
ー
の
主
な
動
き
を
整
理
し

た
も
の
で
あ
り
、
キ
エ
フ
派
の
幹
部
は
薄
い
グ
レ
ー
で
、
ド
ネ
ツ
ィ

ク
派
の
幹
部
は
濃
い
グ
レ
ー
で
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
サ
ッ
カ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
対
抗
関
係
は
、
政
財
界
の
勢
力
図
を
か
な

り
の
程
度
反
映
し
て
い
る
の
で
、
二
〇
一
三
／
一
四
シ
ー
ズ
ン
の
プ

レ
ミ
ア
リ
ー
グ
に
参
加
し
た
ク
ラ
ブ
と
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
／
親
会
社

の
対
応
関
係
を
、
表
１
に
示
し
た
。

近
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
サ
ッ
カ
ー
界
で
最
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
の
が
、
上
述
の
ユ
ー
ロ
二
〇
一
二
で
あ
る
が
、
そ
の
折
に
象

徴
的
な
場
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
大
会
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
は
初
戦

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
こ
そ
勝
利
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
フ
ラ
ン
ス

戦
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
戦
に
連
敗
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
で
敗
退

し
て
し
ま
っ
た
。
ま
ず
い
こ
と
に
、
初
戦
の
会
場
が
キ
エ
フ
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
第
二
、
第
三
戦
の
会
場
は
ド
ネ
ツ
ィ
ク
だ
っ
た
。
こ

れ
に
噛
み
つ
い
た
の
が
、
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
派
の
Ｍ
・
ト
メ
ン
コ
と

い
う
幹
部
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
戦
後
に
同
氏
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

以
下
の
よ
う
に
書
き
込
ん
だ
。

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
フ
ラ
ン
ス
戦
の
結
果
は
、
目
に
見
え
て
い
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
ア
ウ
ェ
ー
で
戦
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
度
と
し
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
応
援
し
た
こ
と
の
な
い
街
に
、
死
活
的
な
二
試
合
を
割

り
当
て
た
こ
と
に
は
、
驚
き
を
禁
じ
え
な
い
。
リ
ヴ
ィ
ウ
、
キ
エ

フ
、
ハ
ル
キ
ウ
と
い
っ
た
街
が
、
何
倍
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
を
尊
重

し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
と
は
⁈
」
と
い
う
の
が
、
そ

の
書
き
込
み
だ
っ
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
で
は
、
そ
れ
に
共
感
を

示
す
コ
メ
ン
ト
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
主
・

民
族
派
の
一
部
が
ド
ネ
ツ
ィ
ク
に
抱
い
て
い
る
偏
見
を
図
ら
ず
も
露

呈
す
る
形
と
な
っ
た＊

３

。

さ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
コ
ニ
コ
フ
会
長
は
、
今

般
の
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
で
そ
の
座
を
追
わ
れ
た
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ

チ
大
統
領
と
昵
懇
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
界
で
ミ
ニ
・
ヤ

ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
ご
と
く
振
る
舞
い
、
協
会
を
私
物
化
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
政
変
後
、
コ
ニ
コ
フ
に
対
す
る
批
判
が
噴
出
し
、
同
氏

2013/
14年の
順位

サッカー・クラブ名 オーナーおよびその財閥・企業

1 シャフタール・ドネツィク R.アフメトフ＊のシステムキャピタルマネジメント財閥
2 ドニプロ・ドニプロペトロウシク I.コロモイシキーのプリヴァト財閥

3 メタリスト・ハルキウ O.ヤロスラウシキー（DCHグループ）が保有していたが、2012
年にS.クルチェンコ＊（VETEKグループ）が強引に買収した

4 ディナモ・キエフ フリホリーとイーホルのスルキス兄弟がオーナーであり、
D.フィルタシ＊のナドラ銀行がスポンサー

5 チョルノモーレツィ・オデッサ L.クリモフ＊のプリモリエ財閥およびIMEX銀行
6 メタルルフ・ドネツィク S.タルタのドンバス工業連合
7 ゾリャー・ルハンシク Ye.ヘレル＊のウクルスプラフ社
8 ヴォルスクラ・ポルタヴァ K.ジェヴァホのファイナンス&クレジット財閥
9 FC セヴァストポリ V.ノヴィンシキー＊のスマート・ホールディング
10 イリチヴェツィ・マリウポリ V.ボイコ＊のイリチ記念冶金コンビナート
11 カルパティ・リヴィウ P.ディミンシキーのZIK通信およびコンチニウム社
12 ホヴェルラ・ウジホロド N.シュフリチ＊の石油ガス採掘会社
13 ヴォルィニ・ルツィク I.パリツァのウクルナフタ社
14 メタルルフ・ザポリージャ O.ボフスラエフ＊のモトルシチ社
15 タヴリヤ・シンフェロポリ D.フィルタシ＊のDFグループ

― アルセナル・キエフ O.オニシチェンコ＊が保有していたが、スポンサーだったI.コ
ロモイシキーが手を引いたことから、シーズン途中で経営破綻

表1　ウクライナの主要サッカー・クラブとそのオーナー
（2013/14シーズンのプレミアリーグ参加クラブ）

（注）2014年2月までの政権与党「地域党」に加わっていた人物に＊印を付けた。基本的に原典に基づくが、S. クルチェ
ンコとD. フィルタシは筆者の判断で加えた。

（出所）http://ua.tribuna.com/tribuna/blogs/cifranedeli/3630.html（September 9, 2014）をもとに筆者作成。

図1　ウクライナ・サッカーの幹部人事と主な出来事
（出所）筆者作成。

1999. 11　クチマ大統領再選

H. スルキス
〜2012. 9

A. コニコフ
2012. 9〜

H. スルキス
〜2000. 12

R. サフィウリン
2000. 12
〜2008. 5

V. ダニロフ
2008. 5〜

2008. 9　リーマンショック、ウクライナ経済難に
2009. 5　シャフタール・ドネツィクがUEFAカップ優勝
2010. 2　ヤヌコーヴィチ／地域党政権成立

2012. 6〜7　ユーロ開催、ウクライナは一次リーグ敗退

2013. 11　ブラジルW杯予選プレーオフで仏に屈する
2013. 11〜2014. 3　ユーロマイダン革命
2014. 3〜　ロシアがクリミア編入。ドンバス内戦

2004. 11〜12　オレンジ革命。ユーシチェンコ大統領に

2006. 6　ドイツW杯でベスト8

サッカー協会会長 プレミアリーグ会長
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の
立
場
は
危
う
く
な
っ
た＊

４

。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
に
お
い
て

は
、
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
中
心
の
大
会
運
営
に
他
の
ク
ラ
ブ
が
不
満
を
抱

い
て
お
り
、
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
と
他
の
全
ク
ラ
ブ
（
そ
の
筆
頭
は
デ
ィ

ナ
モ
・
キ
エ
フ
）
と
い
う
抜
き
差
し
な
ら
な
い
対
立
構
図
が
生
じ
て

い
る
と
い
う＊

５

。

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
サ
ッ
カ
ー
界
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ

シ
ュ
メ
ン
ト
の
動
き
を
見
る
限
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
域
対
立
、
国

家
分
裂
の
危
機
と
い
う
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
裏
づ
け
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
同
じ
サ
ッ
カ
ー
で

も
草
の
根
レ
ベ
ル
の
運
動
に
着
目
す
る
と
、
違
っ
た
景
色
が
見
え
て

く
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ
サ
ッ
カ
ー
が
政
変
に
果
た
し
た
役
割

１
伏
線
と
な
っ
た
パ
ヴ
リ
チ
ェ
ン
コ
事
件

今
回
の
政
変
に
至
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
の
底
流
と
、
そ
こ
に
お

い
て
サ
ッ
カ
ー
が
果
た
し
た
役
割
を
理
解
す
る
上
で
、
見
逃
せ
な
い

の
が
、「
パ
ヴ
リ
チ
ェ
ン
コ
事
件
」
で
あ
る
。

こ
と
の
あ
ら
ま
し
は
、
こ
う
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
三
月
に
キ
エ

フ
で
、
あ
る
裁
判
官
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
警
察
は
容
疑

者
と
し
て
パ
ヴ
リ
チ
ェ
ン
コ
親
子
を
逮
捕
。
そ
の
息
子
の
方
が
、

デ
ィ
ナ
モ
・
キ
エ
フ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
。
証
拠
は
怪
し
い
も

の
ば
か
り
で
、
冤
罪
の
疑
い
が
強
か
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、

裁
判
所
は
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
（
父
ド
ミ
ト
ロ
は
終
身
刑
、
息

子
セ
ル
ヒ
ー
は
禁
固
一
三
年
）。
こ
の
一
件
を
受
け
、
警
察
の
専
横
と

恣
意
的
な
裁
判
に
抗
議
し
、
デ
ィ
ナ
モ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、

全
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で
抗
議
行
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
が
高
ま
り
を
迎
え
て
い
た
二

〇
一
四
年
二
月
二
四
日
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
（
議
会
）
の
決

定
に
よ
り
、
親
子
は
解
放
さ
れ
た
。
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
の
崩
壊

を
受
け
、
ま
ず
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
元
首
相
ら
の
政
治
犯
が
解
放
さ
れ

た
の
だ
が
、「
パ
ヴ
リ
チ
ェ
ン
コ
親
子
に
も
自
由
を
！
」
と
叫
ぶ
デ

モ
隊
が
議
会
に
詰
め
か
け
た
こ
と
か
ら
、
親
子
も
「
政
治
犯
釈
放
」

の
一
環
と
し
て
追
加
で
自
由
の
身
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

管
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
冤
罪
事
件
は
、
二
つ
の
意
味
で
、
サ
ッ

カ
ー
が
政
変
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
く
下
地
を
作
っ
た
。
第
一
に
、

若
者
が
反
政
府
抗
議
行
動
に
参
加
す
る
土
壌
が
作
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
が
冤
罪
事
件
に
直
接
関
与
し
て
い
た
か

ど
う
か
は
別
と
し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
腐
り
切
っ
た
警
察
や
司

法
を
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
体
制
と
同
根
の
も
の
と
見
な
し
、
政
権
へ
の

敵
意
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
怒
り
を
実

際
に
ス
タ
ジ
ア
ム
の
内
外
で
爆
発
さ
せ
る
こ
と
を
体
験
し
た
。
発
煙

筒
や
花
火
を
使
い
慣
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
火
炎
瓶

に
持
ち
替
え
る
こ
と
の
敷
居
は
低
か
っ
た
は
ず
だ
。
第
二
に
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
全
土
の
サ
ッ
カ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
が
、
地
域
や
ク
ラ
ブ

の
垣
根
を
越
え
て
、
団
結
し
て
い
く
こ
と
を
促
し
た
。Y

ouT
ube

に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
動
画
を
見
て
も＊

６

、
キ
エ
フ
を
発
火
点
と
す
る

運
動
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
の
ス
タ
ジ
ア
ム
に
野
火
の
よ
う
に
広

が
っ
て
い
っ
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

２
バ
リ
ケ
ー
ド
の
ど
ち
ら
側
で
戦
う
か

「
チ
ト
ゥ
ー
シ
キ
（T

itushki

）」
と
い
う
新
語
は
、
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ

ン
革
命
を
理
解
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
い
え

る
。
チ
ト
ゥ
ー
シ
キ
と
は
、
反
政
府
集
会
・
デ
モ
を
妨
害
す
る
た
め

に
、
地
域
党
政
権
や
治
安
当
局
に
よ
っ
て
雇
わ
れ
た
私
服
の
用
心
棒

の
よ
う
な
連
中
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
五
月
に
当
局
の

息
の
か
か
っ
た
Ｖ
・
チ
ト
ゥ
ー
シ
コ
と
い
う
格
闘
家
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
を
襲
う
事
件
が
起
き
、
同
氏
の
名
前
を
と
っ
て
、
当
局
に
雇
わ
れ

た
ご
ろ
つ
き
連
中
が
チ
ト
ゥ
ー
シ
キ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
首
都
の
デ
ィ
ナ
モ
・
キ
エ
フ
を

除
け
ば
、
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
・
ド
ネ
ツ
ィ
ク
、
メ
タ
リ
ス
ト
・
ハ
ル
キ

ウ
、
ド
ニ
プ
ロ
・
ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト
ロ
ウ
シ
ク
と
い
っ
た
東
部
の
重
工

業
地
帯
を
本
拠
地
と
す
る
ク
ラ
ブ
が
、
強
力
な
動
員
力
を
誇
る
。
サ

ポ
ー
タ
ー
は
若
い
男
性
ば
か
り
で
、
お
世
辞
に
も
柄
の
良
い
人
々
で

は
な
い
。
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
始
ま
っ
た
反
政
府
デ
モ
が
徐
々
に

過
激
化
し
て
い
く
と
、
政
権
当
局
は
サ
ッ
カ
ー
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
囲

い
込
み
、
用
心
棒
的
に
使
う
こ
と
を
試
み
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、

上
述
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
二
年
当
時
は
オ
ー
ナ
ー
の
ア
フ
メ
ト
フ
が

シ
ャ
フ
タ
ー
ル
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
大
挙
し
て
キ
エ
フ
に
送
り
込
み
、

同
郷
の
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
首
相
就
任
を
後
押
し
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
だ
。
今
回
も
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
市
民
に
よ
る
包
囲
網
が
狭

ま
っ
て
い
く
な
か
で
、
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
炭
坑
夫

の
意
味
）
の
援
軍
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
に

違
い
な
い
。

し
か
し
、
各
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
は
、
予
期
せ
ぬ
動
き
を

見
せ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
、
当
局
に
買
収
さ
れ
チ
ト
ゥ
ー
シ

キ
に
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
呼
び
か
け
た
の
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
が
組
織
的
に
キ
エ
フ
お
よ
び
そ

の
他
の
都
市
の
マ
イ
ダ
ン
（
反
政
府
デ
モ
の
現
場
）
に
馳
せ
参
じ
る

動
き
が
拡
大
し
て
い
く
。
マ
イ
ダ
ン
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
や
Ｅ
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Ｕ
旗
に
交
じ
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
旗
も
振
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
コ
ニ
コ
フ
会

長
は
、
一
月
二
八
日
に
発
表
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
向
け
の
声
明
で
、

サ
ッ
カ
ー
と
政
治
を
区
別
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
会
長
は
、
サ
ッ

カ
ー
が
政
治
的
な
決
定
を
下
す
た
め
の
圧
力
の
手
段
に
な
っ
て
は
な

ら
ず
、
も
し
も
サ
ポ
ー
タ
ー
が
自
ら
の
ク
ラ
ブ
の
旗
を
掲
げ
て
政
治

的
な
主
張
を
し
た
ら
、
そ
れ
は
も
は
や
個
々
の
市
民
で
は
な
く
サ

ポ
ー
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
そ
れ
は
自
重
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た＊

７

。
同
じ
頃
、
シ
ャ

フ
タ
ー
ル
・
ド
ネ
ツ
ィ
ク
や
メ
タ
リ
ス
ト
・
ハ
ル
キ
ウ
と
い
っ
た
ク

ラ
ブ
も
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
自
制
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
出
し
て
い
る＊

８

。

む
ろ
ん
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
や
ハ
ル
キ
ウ
と
い
っ
た
東
部
の
ク
ラ
ブ
の

サ
ポ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
の
人
々
が
反
政
府
側
に

加
勢
し
た
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
反
政
府
デ
モ
隊
に
占
め
る
サ
ッ
カ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
勢
力
が

ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
慎
重
に
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
筆
者
は
個
人
的
に
、
そ
れ
が
決
し
て
例
外

的
・
挿
話
的
な
現
象
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
を
受
け
て
い
る
。

実
際
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
か
ら
キ
エ
フ
の
革
命
現
場
に
駆
け
つ
け
て
亡
く

な
っ
た
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
の
サ
ポ
ー
タ
ー
も
お
り
、
政
変
後
の
キ
エ
フ

の
街
角
に
は
同
氏
を
悼
む
タ
オ
ル
マ
フ
ラ
ー
が
掲
げ
ら
れ
る
光
景
が

あ
っ
た＊

９

。
少
な
く
と
も
、「
東
部
＝
親
ロ
シ
ア
」
と
い
っ
た
色
眼
鏡

で
は
、
と
う
て
い
理
解
で
き
な
い
現
象
で
あ
る
。

３
地
域
分
断
を
超
え
て

特
筆
す
べ
き
こ
と
に
、
政
変
劇
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
し
て
い

た
二
〇
一
四
年
二
月
二
二
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
サ
ッ

カ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
に
よ
る
和
解
宣
言
と
い
う
も
の

が
調
印
さ
れ
た
。「
ル
ハ
ン
シ
ク
か
ら
リ
ヴ
ィ
ウ
ま
で
」
と
題
さ
れ
た

そ
の
宣
言
で
は
（
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東
端
と
西
端
の
都
市
）、

民
衆
が
治
安
当
局
と
衝
突
し
て
い
る
と
い
う
国
難
の
な
か
で
、
サ
ッ

カ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
が
対
立
し
合
う
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
国
の
分
裂
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
が
示
さ

れ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
の
場
外
乱
闘
や
お
互
い
の
ク
ラ
ブ
の
シ
ン
ボ

ル
を
侮
辱
す
る
よ
う
な
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
を
約
束
し
合
っ
た
の

で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
、
政
治
に
も
先
駆
け
る
よ
う
な
形
で
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
地
域
分
裂
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
サ
ッ
カ
ー

か
ら
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
点
で
は
ク
リ
ミ
ア

の
二
ク
ラ
ブ
、
す
な
わ
ち
タ
ヴ
リ
ヤ
・
シ
ン
フ
ェ
ロ
ポ
リ
、
Ｆ
Ｃ
セ

ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
も
宣
言
に
加
わ
っ
て
い
る＊

10

。

も
う
一
つ
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
出
来
事
が
あ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
サ
ッ
カ
ー
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
は
西
欧
と
同
じ
秋
春
制
を
採
用

し
て
い
る
が
、
寒
冷
地
に
つ
き
長
い
冬
季
中
断
が
あ
る
。
当
初
の
予

定
で
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
日
に
中
断
が
明
け
リ
ー
グ
戦
が
再
開

す
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
も
、
同
節
に
は
デ
ィ
ナ
モ
・
キ
エ
フ
対

シ
ャ
フ
タ
ー
ル
・
ド
ネ
ツ
ィ
ク
戦
と
い
う
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ー
ビ
ー

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
注
目
の
一
戦
が
組
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
政

情
不
安
ゆ
え
こ
の
時
点
で
は
開
催
が
不
可
能
で
あ
り
、
結
局
リ
ー
グ

戦
再
開
は
二
週
間
延
期
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
本
来
で
あ
れ
ば

デ
ィ
ナ
モ
対
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
戦
が
あ
っ
た
は
ず
の
三
月
二
日
、
キ
エ

フ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
両
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
タ
ー

同
士
の
親
善
試
合
が
行
わ
れ
た
。「
一
体
性
マ
ッ
チ
」
と
名
づ
け
ら

れ
た
こ
の
一
戦
は
、
仲
良
く
引
き
分
け
に
終
わ
っ
た
。
試
合
後
に

は
、
出
場
し
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
観
客
全
員
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌
を
斉

唱
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
括
っ
た＊

11

。

デ
ィ
ナ
モ
・
キ
エ
フ
対
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
・
ド
ネ
ツ
ィ
ク
は
、
因
縁

の
対
決
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
い
え
ば
、
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
と

Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
対
決
の
よ
う
な
も
の
だ
。
Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ
ナ
が

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
の
民
族
・
独
立
運
動
を
背
景
と
し
て
い
る
だ
け

に
、
そ
の
戦
い
は
熱
を
帯
び
る
。
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て

は
、
デ
ィ
ナ
モ
と
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
が
そ
れ
に
劣
ら

ず
激
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
時
点
で
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
・
サ
ポ
ー

タ
ー
の
主
流
派
は
分
離
主
義
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
一
体
性
を
希
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
は
一
枚
岩
で
は
な
い
。

二
〇
一
四
年
二
月
二
七
日
、
Ｕ
Ｅ
Ｆ
Ａ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
リ
ー
グ
（
ク
ラ

ブ
の
国
際
大
会
）
の
一
戦
が
ド
ネ
ツ
ィ
ク
で
戦
わ
れ
た
際
、
試
合
開

始
前
に
マ
イ
ダ
ン
で
の
衝
突
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
へ
の
黙
祷
が
呼

び
か
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
部
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、「
ベ
ー
ル
ク

ト
！
（Berkut!

）」
と
い
う
チ
ャ
ン
ト
を
送
っ
て
黙
祷
を
妨
害
し
、

ロ
シ
ア
国
旗
を
掲
げ
る
と
い
う
暴
挙
に
出
た
（「
ベ
ー
ル
ク
ト
」
と
い

う
の
は
、
キ
エ
フ
の
反
政
府
デ
モ
の
鎮
圧
に
当
た
っ
た
治
安
部
隊
の
こ

と
）。
一
方
、
そ
の
チ
ャ
ン
ト
に
対
す
る
ブ
ー
イ
ン
グ
も
発
生
し
た＊

12

。

い
く
つ
か
の
映
像
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
と
、
ベ
ー
ル
ク
ト
支
持

派
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
少
数
派
と
思
わ
れ
、
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
旗
を
振
っ
て
マ
イ
ダ
ン
へ
の
連
帯
を
示
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ス
タ
ン
ド
は
分
裂
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
時
点
で
サ
ッ
カ
ー
が
地
域
分
断
を
克
服
す
る
方
向
に
機

能
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
過
度
に
美
化
す
る
こ
と
は
禁
物

で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
思
い
知
ら
せ
た
の
が
、「
オ
デ
ッ
サ
の
悲

劇
」
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
五
月
二
日
、
南
部
の
オ
デ
ッ
サ
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
一
戦
、
チ
ョ
ル
ノ
モ
ー
レ
ツ
ィ
・

オ
デ
ッ
サ
対
メ
タ
リ
ス
ト
・
ハ
ル
キ
ウ
の
ゲ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
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試
合
に
先
立
っ
て
、
両
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
緒
に
な
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
一
体
性
を
唱
え
る
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
の
だ
が
、
当
初

平
和
的
な
示
威
行
動
だ
っ
た
も
の
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ら
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
一
体
派
と
、
反
キ
エ
フ
・
分
権
主
義
者
と
の
、
小
競
り
合
い
に
発

展
。
衝
突
は
試
合
後
も
続
き
、
つ
い
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
一
体
派
が
反

キ
エ
フ
・
分
権
主
義
者
の
立
て
こ
も
る
ビ
ル
に
火
を
放
っ
て
、
四
八

名
も
が
亡
く
な
る
と
い
う
大
惨
事
と
な
っ
た
の
だ
。
サ
ッ
カ
ー
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
火
を
放
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
衝
突
の
き
っ
か
け
を

作
っ
て
し
ま
っ
た
だ
け
と
は
い
え
、
現
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
国
の

一
体
性
を
擁
護
し
た
い
と
い
う
善
意
で
さ
え
も
、
反
目
や
暴
力
に
繋

が
り
か
ね
な
い
と
い
う
、
苦
い
教
訓
を
残
し
た
。

Ⅲ
サ
ッ
カ
ー
の
国
民
統
合
機
能

１
ソ
連
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

も
と
も
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
サ
ッ
カ
ー
観
戦
の
現
場
で
は
、
暴
力

沙
汰
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。
地
元
サ
ッ
カ
ー
・
ク
ラ
ブ
を
応
援
す
る

こ
と
は
、
地
域
主
義
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
さ
に

そ
の
サ
ッ
カ
ー
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
間
か
ら
、
政
治
に
も
先
駆
け
る
よ

う
な
形
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
域
分
断
を
超
克
し
国
民
的
和
解
を
達

成
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
生
じ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
を
経
て
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
リ
ー
グ
戦
が

再
開
し
て
も
、
サ
ポ
ー
タ
ー
間
の
衝
突
の
類
は
い
っ
さ
い
発
生
せ

ず
、
む
し
ろ
そ
こ
に
は
純
粋
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
愛
が
溢
れ
て
い
た
。
各

党
が
党
利
党
略
に
走
り
、
好
き
勝
手
な
こ
と
を
言
い
合
っ
て
い
る
最

高
会
議
の
殺
伐
と
し
た
光
景
と
は
、
好
対
照
で
あ
る
。

筆
者
自
身
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
サ
ッ
カ
ー
の
現
場
に
溢
れ
る
愛
国
的

な
雰
囲
気
を
体
感
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
五
月
一
八

日
、
キ
エ
フ
に
滞
在
し
て
い
た
筆
者
は
、
二
〇
一
三
／
一
四
シ
ー
ズ

ン
の
リ
ー
グ
戦
最
終
節
で
あ
る
デ
ィ
ナ
モ
・
キ
エ
フ
対
ゾ
リ
ャ
ー
・

ル
ハ
ン
シ
ク
の
一
戦
を
現
地
観
戦
し
た
。
ル
ハ
ン
シ
ク
と
い
え
ば
、

「
親
ロ
シ
ア
分
離
主
義
」
で
知
ら
れ
る
地
域
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、

こ
の
会
場
に
詰
め
か
け
た
数
十
人
の
ル
ハ
ン
シ
ク
・
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
黄
・
青
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
を
ま
と
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
ル

ハ
ン
シ
ク
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
あ
る
」
と
書
い
た
横
断
幕
を
掲
げ
た
り

し
て
い
た
。
試
合
中
に
キ
エ
フ
と
ル
ハ
ン
シ
ク
の
サ
ポ
ー
タ
が
エ
ー

ル
を
交
換
し
合
う
な
ど
、
ド
ン
バ
ス
の
戦
場
と
は
対
照
的
な
、
友
愛

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
愛
国
心
に
溢
れ
た
光
景
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
試
合

開
始
前
に
国
歌
が
斉
唱
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
試
合
中
に

も
観
客
が
自
然
発
生
的
に
国
歌
を
歌
い
始
め
（
全
員
が
起
立
す
る
）、

試
合
後
に
も
国
歌
が
流
さ
れ
た
た
め
、
つ
ご
う
三
回
も
国
歌
を
聴
く

こ
と
に
な
っ
た
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
治
変
動
を
理
解
す
る
に
は
、

地
域
だ
け
で
な
く
、
世
代
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
間
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
直
面
し
て
き
た
Ｅ
Ｕ
か
ロ
シ
ア
か
と
い
う
地
政
学
的
な

選
択
に
関
し
て
い
え
ば
、
確
か
に
西
部
お
よ
び
中
部
の
住
民
は
Ｅ
Ｕ

寄
り
、
東
部
お
よ
び
南
部
の
住
民
は
ロ
シ
ア
寄
り
と
い
う
傾
向
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
世
代
間
で
見
て
も
、
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
表
れ
て
い
る
。
図
２
は
、
キ
エ
フ
国
際
社
会
学
研
究

所
が
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
実
施
し
た
全
国
世
論
調
査＊

13

で
、
も
し
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
対
外
戦
略
を
問
う
国
民
投
票
が
行
わ
れ
た
ら
、
ど
の

よ
う
に
投
票
す
る
つ
も
り
か
を
回
答
者
に
問
う
た
も
の
だ
が
、
若
い

世
代
ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
が
強
く
、
高
齢
層
で
は
ロ
シ
ア
圏
へ
の

郷
愁
が
根
強
い
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
詰
め
か
け
る
観
客
の
大
多
数
が

青
少
年
で
あ
る
以
上
、
東
部
の
ク
ラ
ブ
を
含
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
間

で
ロ
シ
ア
で
は
な
く
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
へ
の
支
持
が
優
勢
に
な
る
の

も
、
道
理
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
物
心
つ
い
た
と
き
に
は
も
う
ソ
連
と

い
う
国
は
な
く
、
独
立
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
教
育
を
受
け
育
っ
た
世
代
で

あ
る
。
彼
ら
は
も
は
や
、
ボ
ス
に
動
員
さ
れ
る
客
体
で
は
な
く
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
自
発
的
に
行
動
す
る
市
民
た
ち
で
あ
る
。

筆
者
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
変
と
サ
ッ
カ
ー
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
情

報
収
集
を
試
み
た
な
か
で
、
Ｔ
・
マ
ル
ィ
と
い
う
現
地
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
が
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
の
が
、
き
わ
め
て
新
鮮
だ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
各
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
た
め
に
、
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
地
域

を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
経
験
か
ら
、
彼
ら
は
知
っ
て
い
る
の
だ
。
実

全年齢層

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳

0％ 50％ 100％

37.8 24.2 38.0

50.6 20.8 28.6

40.5 24.4 35.1

38.0 24.5 37.5

36.0 22.5 41.5

28.9 28.1 43.0

23.5 27.5 49.0

EU加入を支持する
棄権する・分からない・無回答
ロシア等との関税同盟加入を支持する

図2　国民投票が行われたらEUとロシア圏の
　　　　　　どちらを選択するか？
　　　　　　（2013年11月のウクライナ世論調査結果、％）

（出所）http://www.kiis.com.ua/?lang=ukr&cat=reports&id=204
　　　　&page=2（September 9, 2014）.
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は
言
語
に
よ
る
障
壁
な
ど
存
在
し
な
い
こ
と
を
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、

バ
ン
デ
ラ
派
の
西
部
と
、
ロ
シ
ア
と
の
統
合
を
夢
見
る
東
部
に
分
裂

し
て
い
る
な
ど
と
い
う
話
は
、
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
。
そ
う
い
う

神
話
は
、
政
治
家
が
利
用
し
て
い
る
だ
け
な
の
だ
と
、
彼
ら
は
理
解

し
て
い
る
の
だ
。
マ
ル
ィ
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る＊

14

。

い
い
か
え
れ
ば
、
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
国
内
各
地
を
転
戦
す
る
こ

と
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
発
見
し
、
そ
の
行
動
範
囲
を
自
ら
が
属
す
共
同

体
と
し
て
想
像
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
強
豪
ク
ラ
ブ
の
場
合
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
を
掲
げ
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
国
際
大
会
に
も
参
戦
す
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に

国
民
意
識
が
涵
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。
し
て
み
る
と
、
今

回
の
政
変
の
過
程
で
サ
ッ
カ
ー
の
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
一
体
性
を
擁
護
す
る
急
先
鋒
に
な
っ
た
こ
と
も
、
合
点
が
い
く
。

２
地
域
別
の
支
持
ク
ラ
ブ
の
デ
ー
タ
か
ら

見
え
て
く
る
も
の

キ
エ
フ
国
際
社
会
学
研
究
所
が
二
〇
一
二
年
四
〜
五
月
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
全
国
で
成
人
の
回
答
者
一
六
三
六
名
を
対
象
に
、
好
き
な
自
国

の
サ
ッ
カ
ー
・
ク
ラ
ブ
を
尋
ね
た
調
査
結
果
が
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

全
体
だ
け
で
な
く
、
西
部
・
中
部
・
南
部
・
東
部
と
い
う
マ
ク
ロ

リ
ー
ジ
ョ
ン
別
の
デ
ー
タ
も
出
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い＊

15

。

そ
の
概
要
を
ま
と
め
た
表
２
を
見
る
と
、
や
は
り
デ
ィ
ナ
モ
・
キ

エ
フ
、
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
・
ド
ネ
ツ
ィ
ク
と
い
う
二
強
の
人
気
が
突
出

し
て
お
り
、
な
お
か
つ
全
国
区
の
浸
透
度
を
示
し
て
い
る
。
シ
ャ
フ

タ
ー
ル
な
ど
は
、
他
地
域
の
国
民
か
ら
偏
見
を
抱
か
れ
が
ち
な
東
部

の
ド
ン
バ
ス
地
方
を
代
表
す
る
ク
ラ
ブ
で
あ
り
な
が
ら
、
中
部
で
も

一
八
・
八
％
、
西
部
で
も
一
二
・
六
％
の
支
持
を
受
け
て
い
る
。

筆
者
の
推
察
す
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
は
や
は
り
Ｕ
Ｅ
Ｆ
Ａ
の
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
Ｕ
Ｅ
Ｆ
Ａ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ

（
Ｃ
Ｌ
）
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
リ
ー
グ
（
Ｅ
Ｌ
）
の
果
た
し
て
い
る

役
割
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
Ｃ
Ｌ
は
欧
州
各
国
の
強
豪
ク
ラ
ブ
が

集
う
世
界
最
高
峰
の
舞
台
で
あ
り
、
Ｅ
Ｌ
も
そ
れ
に
次
ぐ
レ
ベ
ル
の

大
会
だ
。
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
や
デ
ィ
ナ
モ
は
こ
う
し
た
大
会
の
常
連
で

あ
り
、
特
に
近
年
は
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
の
躍
進
が
著
し
い
（
Ｅ
Ｌ
の
前

身
の
Ｕ
Ｅ
Ｆ
Ａ
カ
ッ
プ
で
優
勝
も
し
て
い
る
）。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
各
ク

ラ
ブ
は
Ｕ
Ｅ
Ｆ
Ａ
の
大
会
に
出
場
す
る
際
に
は
、
当
然
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
旗
を
掲
げ
て
戦
う
こ
と
に
な
る
。
テ
レ
ビ
中
継
も
さ
れ
る
の
で
、

た
と
え
他
地
域
の
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
て
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
そ
れ

を
自
国
の
代
表
と
捉
え
て
応
援
す
る
気
持
ち
が
芽
生
え
て
も
不
思
議

で
な
い
。
実
際
、
キ
エ
フ
国
際
社
会
学
研
究
所
の
デ
ー
タ
を
時
系
列

的
に
検
証
す
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
あ
る
ク
ラ
ブ
が
Ｕ
Ｅ
Ｆ
Ａ
の
大

会
に
出
る
と
、
全
国
的
な
支
持
率
が
上
向
く
傾
向
が
看
取
で
き
る
。

現
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
代
表
チ
ー
ム
だ
け
で
な

く
、
ク
ラ
ブ
・
チ
ー
ム
も
愛
国
心
を
刺
激
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る

と
い
っ
て
良
さ
そ
う
だ
。

Ⅳ
試
練
の
二
〇
一
四
／
一
五
シ
ー
ズ
ン

―
結
び
に
か
え
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
ブ
ラ
ジ
ル
大

会
の
欧
州
大
陸
予
選
プ
レ
ー
オ
フ
で
惜
敗
し
、
二
〇
一
四
年
六
〜
七

月
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
本
大
会
に
出
場
で
き
な
か
っ
た
。
ち
な
み

に
、
大
会
開
催
時
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

一
六
位
で
、
こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
に
出
て
い
な
い
国
の
な
か
で
は

最
も
高
い
順
位
だ
っ
た
。
世
界
が
サ
ッ
カ
ー
の
祭
典
に
酔
っ
て
い
た

頃
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
そ
の
輪
に
加
わ
る
こ
と
な
く
、
一
人
ド
ン
バ
ス

情
勢
の
泥
沼
化
と
深
刻
な
経
済
難
を
耐
え
忍
ん
で
い
た
。

そ
れ
で
も
、
新
し
い
シ
ー
ズ
ン
は
や
っ
て
く
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
二
〇
一
四
／
一
五
シ
ー
ズ
ン
は
、
七
月
下
旬
に

開
幕
し
た
。
問
題
を
挙
げ
れ
ば
キ
リ
が
な
い
が
、
と
り
わ
け
如
何
と

も
し
が
た
い
の
は
、
第
一
に
、
ロ
シ
ア
に
編
入
さ
れ
た
ク
リ
ミ
ア
の

ク
ラ
ブ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
リ
ー
グ
戦
に
参
加
で
き
な
く
な
っ
て
し

ウクライナ
全　体

マクロリージョン別の状況
西　部 中　部 南　部 東　部

ディナモ・キエフ 41.5 50.7 67.6 28.2 12.4
シャフタール・ドネツィク 26.8 12.6 18.8 21.8 58.1
メタリスト・ハルキウ 7.8 6.4 2.9 3.2 21.6
ドニプロ・ドニプロペトロウシク 5.7 0.6 2.2 18.3 0.6
カルパティ・リヴィウ 4.3 18.5 0.0 0.9 0.0
タヴリヤ・シンフェロポリ 2.7 0.3 0.4 9.5 0.0
チョルノモーレツィ・オデッサ 2.6 0.0 0.0 9.7 0.0
その他のクラブ 7.3 9.0 6.9 6.8 6.7
いずれも支持しない 0.9 1.1 0.8 1.4 0.3
回答困難・無回答 0.4 0.8 0.4 0.2 0.3

表2　ウクライナ国民が支持する国内サッカー・クラブ
（構成比、％）

（出所）http://www.kiis.com.ua/?lang=ukr&cat=reports&id=73&page=3&t=12（September 9, 2014）.
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ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
平
和
の
戻
っ
て
い
な
い
ド
ン
バ
ス

地
方
（
ド
ネ
ツ
ィ
ク
州
、
ル
ハ
ン
シ
ク
州
）
で
の
試
合
開
催
が
不
可

能
な
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
一
三
／
一
四
シ
ー
ズ
ン
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

に
は
、
タ
ヴ
リ
ヤ
・
シ
ン
フ
ェ
ロ
ポ
リ
と
Ｆ
Ｃ
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
と

い
う
ク
リ
ミ
ア
の
二
チ
ー
ム
が
参
戦
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
と
い
う
事
態
を
受
け
、
両
ク
ラ
ブ
と
も
法
律

的
に
は
い
っ
た
ん
解
散
し
、
ク
ラ
ブ
名
を
変
更
し
た
上
で
ロ
シ
ア
の

ク
ラ
ブ
と
し
て
登
記
し
直
し
、
二
〇
一
四
／
一
五
の
新
シ
ー
ズ
ン
か

ら
は
ロ
シ
ア
の
国
内
リ
ー
グ
に
参
戦
し
た
（
た
だ
し
、
Ｕ
Ｅ
Ｆ
Ａ
か

ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
二
〇
一
五
年
一
月
に
ロ
シ
ア

国
内
リ
ー
グ
か
ら
も
離
脱
）。
ク
リ
ミ
ア
を
失
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

二
〇
一
四
／
一
五
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

は
参
加
ク
ラ
ブ
が
二
チ
ー
ム
減
り
、
わ
ず
か
一
四
チ
ー
ム
で
の
再
出

発
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

他
方
、
内
戦
の
舞
台
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ド
ン
バ
ス
の
ド
ネ
ツ
ィ

ク
州
と
ル
ハ
ン
シ
ク
州
に
は
、
二
〇
一
四
／
一
五
シ
ー
ズ
ン
の
プ
レ

ミ
ア
参
加
ク
ラ
ブ
が
五
チ
ー
ム
も
あ
る
。
当
然
、
現
状
で
は
地
元
で

の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
催
が
不
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
同
季
に
つ
い
て

は
各
ク
ラ
ブ
が
代
替
の
開
催
地
を
決
め
た
（
す
で
に
政
府
軍
に
よ
っ

て
解
放
さ
れ
て
い
る
マ
リ
ウ
ポ
リ
市
の
イ
リ
チ
ヴ
ェ
ツ
ィ
だ
け
は
地
元

開
催
の
構
え
で
あ
っ
た
が
、
結
局
は
ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト
ロ
ウ
シ
ク
で
の
開

催
が
中
心
と
な
っ
た
）。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
図
３
で
あ
り
、
点

を
記
し
た
箇
所
が
今
季
の
プ
レ
ミ
ア
所
属
ク
ラ
ブ
の
所
在
都
市
を
、

東
端
に
あ
る
濃
い
色
の
と
こ
ろ
が
紛
争
の
続
く
ド
ン
バ
ス
地
方
の
二

地
域
を
、
矢
印
が
疎
開
先
を
示
し
て
い
る
。
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
・
ド
ネ
ツ
ィ
ク
は
、
首
都
キ

エ
フ
で
日
常
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
試
合
は
西
部
の
リ
ヴ
ィ

ウ
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

東
部
の
ド
ネ
ツ
ィ
ク
と
西
部
の
リ
ヴ
ィ
ウ
で
は
、
直
線
距
離
で
一

千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
お
り
、
言
語
・
文
化
圏
も
異
な
る
。
そ

れ
で
も
、
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
が
近
場
で
は
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
主

義
の
総
本
山
と
も
い
え
る
リ
ヴ
ィ
ウ
を
選
択
し
た
の
は
興
味
深
い
。

少
な
く
と
も
、
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
側
は
リ
ヴ
ィ
ウ
を
絶
対
的
な
ア

ウ
ェ
ー
の
地
と
は
見
な
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
実

際
、
前
出
の
ト
メ
ン
コ
氏
の
よ
う
に
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
に
対
す
る
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
を
む
き
出
し
に
す
る
識
者
が
い
る
一
方
で
、
表
２
で
見

た
よ
う
に
、
西
部
に
お
い
て
も
シ
ャ
フ
タ
ー
ル
を
応
援
す
る
向
き
が

一
定
程
度
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

国
家
の
一
体
性
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
国
民
統
合
の
試
練
が
続
く

な
か
で
、
今
後
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
と
サ
ッ
カ
ー
が
ど
の
よ
う
な
相
互

作
用
を
及
ぼ
し
合
っ
て
い
く
の
か
、
引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
た
い
。

◉
注

＊
１	

ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
か
ら
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
政
権
成
立
に
至
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
政
治
の
激
動
に
関
し
て
は
、
以
下
の
拙
稿
参
照
。
服
部
倫
卓

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
」『
ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
調
査
月
報
』

（
二
〇
一
四
年
四
月
号
）、
服
部
倫
卓
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
選
と
ポ
ロ

シ
ェ
ン
コ
」『
ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
調
査
月
報
』（
二
〇
一
四
年
七
月
号
）。

＊
２	

本
稿
は
、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
寄
稿
し
た
拙
稿
、
服
部
倫
卓
「
サ
ッ
カ
ー
の
視
点
か

ら
見
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
治
変
動
」（
二
〇
一
四
年
四
月
二
日
、

http://src-h.slav.hokudai.ac.jp/center/essay/20140402-j.
htm

l

）
を
も
と
に
、
大
幅
な
加
筆
を
加
え
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。
服
部
倫
卓
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）「
日
本
で
語
ら
れ
な
い
『
ス
タ
ジ

ア
ム
か
ら
見
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
』」『
徹
マ
ガ
』（
一
八
八
号
、
二
〇

一
四
年
三
月
二
八
日
）、
服
部
倫
卓
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）「
そ
の
後
の

『
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
見
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
』」『
徹
マ
ガ
』（
二
〇
五

号
、
二
〇
一
四
年
八
月
七
日
）
で
語
っ
た
内
容
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
固
有
名
詞
を
ロ
シ
ア
語
で
は
な
く
ウ

ク
ラ
イ
ナ
語
の
読
み
方
で
日
本
語
表
記
し
て
い
る
。

＊
３	

ト
メ
ン
コ
氏
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
二
〇
一
二
年
六
月
一
五
日
付

の
書
き
込
み
を
参
照
。https://w

w
w

.facebook.com
/m

.tom
enko

（Septem
ber 9, 2014

）.

＊
４	

http://sport.lb.ua/football/2014/03/12/259090_
donetskie_protiv_yanukovicha_hod.htm

l

（Septem
ber 9, 

2014

）.

な
お
、
本
稿
脱
稿
後
、
コ
ニ
コ
フ
会
長
は
二
〇
一
五
年
三
月
に

退
陣
し
、
代
わ
っ
て
Ａ
・
パ
ヴ
ェ
ル
コ
が
新
会
長
に
就
任
し
た
。
パ

オリンピック・ドネツィクは
キエフへ

メタルルフ・ドネツィクは
リヴィウへ ゾリャー・ルハンシクは

ザボリージャへ

シャフタール・ドネツィクは
リヴィウへ

（生活・練習はキエフ）

図3　ドンバス各クラブのホームゲーム代替開催地
（出所）筆者作成。
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076

ヴ
ェ
ル
コ
は
ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト
ロ
ウ
シ
ク
出
身
で
、
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
大
統

領
派
の
最
高
会
議
議
員
で
あ
る
。

＊
５	

http://dynam
o.kiev.ua/blog/163825.htm

l

（Septem
ber 9, 

2014
）.

＊
６	

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
以
下
の
動
画
を
参
照
。https://w

w
w

.
youtube.com

/w
atch?v=6yRlRX

T
Lyug

（Septem
ber 9, 2014

）.

＊
７	

http://w
w

w
.ffu.org.ua/ukr/ffu/about/ffu_new

s/12323/

（Septem
ber 9, 2014

）.

＊
８	

http://shakhtar.com
/ru/new

s/30260

（Septem
ber 9, 

2014

）, http://ru.m
etalist.ua/new

s/6286.htm
l

（Septem
ber 9, 

2014

）.

＊
９	

二
〇
一
四
年
三
月
四
日
に
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
北
海
道
ス
ラ
ブ
研
究
会
で
、
藤
森
信
吉
氏
が
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
『
東
西
選
択
』
を
考
え
る
」
と
題
す
る
報
告
を
披
露
さ
れ

た
際
に
、
同
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

＊
10	

http://ultras.org.ua/01372.htm
l

（Septem
ber 9, 2014

）.

＊
11	

http://rus.new
sru.ua/sport/03m

ar2014/dinam
o.htm

l

（Septem
ber 9, 2014

）.

＊
12	

以
下
の
動
画
を
参
照
。https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v= 
CLZ0sdY

rqZ0

（Septem
ber 9, 2014

）.

＊
13	

http://w
w

w
.kiis.com

.ua/?lang=ukr&
cat=reports&

id=20
4&

page=2

（Septem
ber 9, 2014

）.

＊
14	

http://zaxid.net/hom
e/show

SingleN
ew

s.do?pro_fanativ_
bez_fanatizm

u&
objectId=1304278

（Septem
ber 9, 2014

）.

＊
15	

http://w
w

w
.kiis.com

.ua/?lang=ukr&
cat=reports&

id=73

&
page=3&

t=12

（Septem
ber 9, 2014

）. 

な
お
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
マ

ク
ロ
リ
ー
ジ
ョ
ン
区
分
に
つ
い
て
は
、
服
部
倫
卓
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東

西
選
択
と
経
済
的
利
害
」『
ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
調
査
月
報
』（
二
〇
一
四
年

一
月
号
）、
二
五
頁
で
解
説
し
て
い
る
。

◉
著
者
紹
介

四
五
頁
に
掲
載
。
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